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「
天
然
の
い
け
す
」
と
言
わ
れ
、

全
国
で
も
有
数
の
漁
場
で
あ
る

宮
山
湾
の
資
源
管
理
や
環
境
保
全

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
新
湊
漁
業
協
同
組
合
」。

こ
の

組
合
の
代
表
理
事
組
合
長
を
務
め

る
の
が
、
尾
山
春
枝
さ
ん
(
射
水
市
)
。

現
在
、
県
漁
協
女
性
連
や
J
F
全

国
女
性
連
の
会
長
な
ど
を
兼
務
し
、

多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

尾
山
さ
ん
は
、
組
合
長
に
な
る

以
前
の
組
合
女
性
部
の
部
長
の

と
き
か
ら
、
魚
食
の
普
及
や
地
産
地

消
の
推
進
の
た
め
の
活
動
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
市

場
に
隣
接
す
る

「新
湊
漁
協
女
性

部
食
堂
」
の
開
設
が
そ
の
ひ
と
つ
。

こ
の
食
堂
で
は
、
目
の
前
の
漁
港
で

水
揚
げ
さ
れ
た
ば
か
り
の
新
鮮
な

魚
介
類
を
扱
っ
て
お
り
、
広
く

一
般

の
方
々
に
も
利
用
さ
れ
、
富
山
の
旬

を
消
費
者
に
提
供
し
て
い
ま
す
。

「と
や
ま
の
食
」
に
つ
い
て
車
越

し
た
知
識
と
技
能
を
も
っ
尾
山

さ
ん
は
、
そ
の
普
及
活
動
を
行
う

「
と
や
ま
食
の
匠
」
と
し
て
、
料
理

教
室
や
学
校
に
お
け
る
魚
の
さ
ば

き
方
・
食
べ
方
教
室
な
ど
に
講
師

と
し
て
参
加
し
、
地
産
地
消
の
推

進
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

白
え
び
を
は
じ
め
と
す
る
富
山

な
ら
で
は
の
食
材
を
活
用
し
た
新

た
な
創
作
料
理
の
研
究
に
も
余

念
が
あ
り
ま
せ
ん
。「
地
産
地
消

が
進
む
こ
と
で
、
県
産
の
水
産
物

の
消
費
が
増
え
、
そ
の
結
果
と
し

て
組
合
員
を
は
じ
め
漁
業
関
係

者
の
生
活
が
豊
か
に
な
れ
ば
い
い
」

と
い
う
強
い
思
い
が
、
尾
山
さ
ん
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
真
撃
な
取
組
み
が
高
く
評
価

さ
れ
、
昨
年
叩
月
、
農
林
水
産
省

よ
り
、
地
産
地
消
の
さ
ら
な
る

発
展
に
向
け
て
活
躍
が
期
待
さ

れ
る
者
と
し
て
、
「
地
産
地
消
の

仕
事
人
」
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
だ
け
で
な
く
、
県
外
の
消

費
者
を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
、

富
山
県
の
水
産
物
の
認
知
度
や
価

値
の
向
上
(
ブ
ラ
ン
ド
化
)
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
る
尾
山

さ
ん
。
「
こ
れ
か
ら
は
、
食
を
通
し
て

よ
り
多
く
の
人
々
に
富
山
の
良
さ

を
伝
え
、
食
文
化
の
振
興
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
」
。
活
動
の
範
囲
を

全
国
に
広
げ
る
尾
山
さ
ん
の
取
組

み
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
き
ま
す
。

尾山さんが発案した自信作、[白えぴと大豆

のからみ和えJ。

、

宅
漁
業
収
益
の
向
上
や
径
昌
の
安

，
、

定
化
の
た
め
に
は
、
県
産
水
産

物
に
関
す
る
情
報
の
提
供
(
P
塁
鋼
)

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
県
で
は
ど

の
よ
う
な
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
o

h
‘
‘
.
県
産
水
産
物
の
消
費
拡
大
等
に
よ

』
，

る
漁
業
経
営
の
安
定
を
図
る
た
め
、

県
民
の
皆
さ
ん
に
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

①

一
般
消
費
者
の
方
を
対
象
に
「
さ
か
芯

に
関
す
る
知
識
」
「
お
さ
か
な
の
さ
ば

き
方
」
等
の
実
習
を
行
う
「
き
と
き
と

お
魚
料
理
教
室
」

②
高
校
生
・
短
大
生
を
対
象
に
魚
食
の
大

切
さ
を
伝
え
る
「
学
校
教
育
お
さ
か
な

料
理
セ
ミ
ナ
ー
」

③
児
童
・
生
徒
が
「
富
山
の
さ
か
な
」
の
お

い
し
さ
を
体
感
で
き
る
よ
う
、
県
産
魚

を
学
校
給
食
へ
提
供
す
る
「
学
校
給
食

へ
の
魚
の
食
材
提
供
事
業
」

④
漁
業
者
が
講
師
と
し
て
小
・
中
学
校
に

出
向
き
、
富
山
湾
の
特
徴
、
漁
師
の
仕
事

の
内
容
等
に
つ
い
て
の
出
前
授
業
を
行

う
「
魚
給
食
交
流
授
業
」

⑤
富
山
湾
で
獲
れ
る
魚
や
水
産
業
の
仕
組

み
、
環
境
へ
の
取
組
み
等
に
つ
い
て
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の
「
『
ふ
る
さ
と

富
山
湾
1
ふ
し
ぎ
の
海
の
お
さ
か
な

読
本
i
』
の
作
成
」

な
ど
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
年
度
新
た
に
「
『富
山
の
さ
か
な
』

ブ
ラ
ン
ド
作
躍
世
襲
単
車
会
」
を
設
置
し
、
富
山

湾
の
魚
の
「
第
一
級
の
魚
ブ
ラ
ン
ド
」
と
し
て

の
評
価
を
一
層
高
め
て
い
く
た
め
の
方
策

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
と
も
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
「
富
山
の

さ
か
な
」
の
お
い
し
さ
を
再
認
識
し
て
も

5
い
、
そ
の
消
費
拡
大
に
つ
芯
げ
る
た
め

の
継
続
的
な
取
組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、

県
外
の
方
に
も
積
極
的
に
P
Rを
行
い
、
「
富

山
の
さ
か
な
」
を
目
当
て
と
し
た
観
光
客
の

受
入
れ
を
促
進
し
、
観
光
・
地
域
振
興
に
も

笥
ひ
つ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

この件の h 県水産漁港課
お問い合わせは" TEL.076・444・3294

皆さんのご意見をお待ちしています。「元気とやま目安箱(知事への意見・提言)J係まで

。はがき・手紙〒930・8501県庁広報課 ~FAX 076・444・3478 ~インターネット hltp:lA州w.prel.loyama.jpltiji-Iorm .h加l
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災
害
に
強
い
地
織
づ
く
り

み
ん
な
の
ま
ち
は

み
ん
な
で
守
る

平
成
7
年

1
月
日
日
に
発
生
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
を
契
機
と
じ
覇
、

毎
年
1
月
日
日
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
日
」
、

毎
年
1
月
日
日
か
ら
幻
日
ま
で
は
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
」
と

こ
の
機
会
に
防
災
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
て
み

県
で
は
、地
域
に
お
け
る
共
助
の
鮮
に
よ
る
自
主
的
な
防
災
活
動
を

「
富
山
は
大
丈
夫
」
と

思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

富
山
県
は
「災
害
の
少
な
い
県
」

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

平
成
初
年

2
月
に
は
入
善
町
を

は
じ
め
と
す
る
沿
岸
地
域
に
お
い

て
高
波
、
同
年
7
月
に
は
南
砺
市

な
ど
に
お
い
て
集
中
豪
雨
に
よ
る

災
害
が
発
生
し
た
こ
と
は
、
記
憶

に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。
災
害
は、

いつ、
、ど
こ
で
発
生
す
る
か
予
測
で

き
な
い
た
め
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が

大
切
に
な
り
ま
す
。

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
で

被
害
の
軽
減
を

平成20年2月の高波による災害(入善町)

災
害
が
発
生
し
た
場
合
は
、
行

一

政
や
消
防
な
ど
の
防
災
関
係
機
関

…

が
被
害
の
拡
大
防
止
や
負
傷
者
の

一

救
助
(
「
公
助
」
)
に
あ
た
り
ま
す
が
、

一

早
期
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
一

自
分
の
身
を
自
分
の
努
力
に
よ
っ
て

守
る
「
自
助
」
や
、
地
域
や
近
隣
の

…

人
々
が
集
ま
り
、
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
防
災
活
動
を
行
う
「
共
助
」
の

一

取
組
み
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

災
害
時
に
は
、

「自
助
」
、

「共
助
」
、

一

「公
助
」
が
円
滑
に
つ
な
が
る
こ
と

に
よ
り
、
被
害
の
軽
減
を
図
る
乙

と
が
で
き
ま
す
。

地域の防災力
災害時の被害を抑える

自
主
防
災
活
動
に

参
加
し
よ
う

阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
い
て
は
、

一

地
域
住
民
の
協
力
に
よ
り
、
多
く

の
人
命
を
救
っ
た
事
例
等
が
数
多

一

く
あ
り
、
地
域
に
お
け
る
「
自
主

防
災
組
織
」
の
重
要
性
が
再
認
識

一

さ
れ
ま
し
た
。

自
主
防
災
組
織
は、

「
み
ん
な

の
ま
ち
は
み
ん
な
で
守
る
」
と
い
う

一

連
帯
感
に
基
づ
き
結
成
さ
れ
る

一

「共
助
」
の
組
織
で
あ
り
、
災
害
に

…

よ
る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
、

平
常
時
に
は
防
災
訓
練
や
防
災

…

用
資
機
材
の
整
備
等
を
行
い
、

災
害
時
に
は
初
期
消
火
や
避
難

誘
導
等
の
防
災
活
動
を
行
い
ま
す
。

県
内
で
は
、
既
に
1
5
0
0
以

上
の
自
主
防
災
組
織
が
結
成
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
都
市
部
な
ど
で
は
ま

だ
結
成
さ
れ
て
い
な
い
と
乙
ろ
も

一

あ
り
ま
す
。
都
市
部
は
住
宅
が

…

密
集
し
て
お
り
、
地
震
、
火
災
等
が

発
生
し
た
際
に
は
被
害
が
甚
大
と

銀嶺町は新興住宅地ということもあり、

コミュニティ意麓がやや希薄でしたが、

隣県で地震が発生する中、地道な働きか

けもあり、徐々に住民の聞に防災意謡が

高まり、平成20年に自主防災組織を立ち

上げることができました。

主な活動は、防災訓練や防災マップ

づくりなどで、消防署等と連携したり、

納涼祭や餅っき大会等のイベントに併せ

て行ったりするなど、地域くeるみで子ども

からお年寄りまで広く、楽しく参加できる

ような工夫を凝らしながら活動し、災害に

強いまちづくりを目指しています。

災害はいつ起こるかわかりません。

いざというときに備えて、ぜひ自主防災

組織を結成されることをお勧めします。

，...... Interview 

刊¥災害に強い
¥jまちづくりを目指して!

-自主防災アドバイザーによる支援の主芯内容

⑧日常的認防災活動

に闘するとと

①自主防災組績の

運営に闘すること

富山市銀嶺町
自主防災会
隊長

岡本孝行さん
(富山市)

防災学習会の開催
地域内の危蹟箇所等の
点検への同行
災害時要援聾者支援等

組踊構成や霞立の際の
留意点
多数の住民参加を促す
ための工夫等

な
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
速
や

か
な
結
成
が
望
ま
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
県
で
は
、
自
主

防
災
組
織
の
運
営
等
に
関
し
、
研

修
会
の
開
催
や
資
機
材
の
整
備

に
対
す
る
支
援
な
ど
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
年
度
、
き
め
細
か

な
助
言
を
行
う
「
自
主
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
」
を
新
た
に

創
設
し
ま
し
た
。

今
後
、
市
町
村

と
連
携
し
、
よ
り

一
層
、
自
主
防

、
(

災
組
織
の
結
成
を
促
進
す
る
と

，

と
も
に
、
そ
の
活
動
を
支
援
し
て

i
J

い
き
ま
す
。

a
自主防災
アドバイザー

4つの支援

④被災時の応急活動

に関する指導・助言

避難経路、避難方法の
選択方法
災害種類別(地震、
風水害、雪害忽ど)の
応急対策のポイント等

@糠災時の災害対応力

の向上に関するとと

効果的怠防災訓練計画
の策定に関する助言
告種訓練の方法と
ポイント等

' 
県防災・危機管理課
TEL 076・444-3187http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1 0041 

このページの
お問い合わせは

家庭における防災対策

について、家族と話し

合い、必要な備えをし

ておきましよう。

・近くの学校や公園など身近な避難場所を確認する。

.家族との連絡方法や集合場所を決めておく。

・避難用具(懐中電灯、携帯ラジオ、医薬晶等)、非常食、

飲料水などを準備する。

.家具やテレビなど家財道具が倒れないよう固定する。

防災に関する情報の入手先(富山防災WEBなど)

を確認する。

富山防災WEe
h悦p:/Iwww.bou舗 i.p開f.toyama.加Iwet時splindex将p

.翠翠霊~霊ヨ・
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近年、食品の不正表示や新たな手口による架空請求の出現などにより、安全で安心な

消費生活が曾かされています。また、さまざまな商品・サービスの流通に伴い、消費生活に

関する相談内容は、多様化、複雑化してきています。

このため、県では、相執窓口の利便性、専門性の向上を図るとともに、市町村と連携して、

県民の皆さんか5信頼される、相談しやすい{糊づくりを積極的に進めています。

消賞者を守る法律が

強化され、平鴎21年12月
から施行されました!

一特定商取引法および割田販売法のー部政正一

@訪問販売等では、原則すべての商昂・

役務(サービス)がクーリンク・オフ等

の規制対象となりました。

@契約を締結しない旨の意思を表示し

た消費者に対する再度の勧誘が禁止

されました。

@過剰な商昂等の購入契約をさせられ

た場合、原則として、契約後1年聞は、

契約の解除力Tできるようになりました。

主な内容

このページのお問い合わせは
可F

県県民生活課 TEL076・444・3129
http:t.んvww.pref.toyama.jplcms_secl17111 

( 県消費生活センターのホームページ ) 
http:h川ww.pref.toyama.jplbranchesl1731/annai.htm

[@思22鰍 傭 舗 の I 
住民に最も身近な市町村の相談窓口に

おいても、新たに専任の相談員を配置す

るなど、相談体制の充実強化に取り組ん

でいます。県では、相談員の養成や資質向

上のための研修等を実施し、市町村の取

組みを麦援しています。今後も市町村と

連携し、より一層相談しやすい体制の整

備を進めていきます。 : 

市町村の相談窓口の連絡先等については、 :

f消費者の安全・安ID¥コーナーjのホーム

ページを参照してください。

県消費生活センターでは、県民の皆さん

がより一層相談しやすい体制づくりを

進めています。

片山i[1]叩滋時間の延長 】
毎週火曜日は、午後8時まで相談を受け付

けています。(富山本所)

E 豆亘
毎週木曜日には、次のとおり、弁護士又は

司法書士による多重債務専門相談を実施

しています。(予約制・相談無料)

なお、相談員による多重債務相談は、毎日

実施しています。

第2、第3、第4木曜日 富山本所(午後1時......4時)

第1、第5木曜日 高岡支所(午後1時......4時)

'4."0
'
3]柑絞ブースの聾備 ] 

h悦p:J1v剛w.consum町・toyama.jpl

県では、これまで各部局ごとに発信し

ていた消費者の安全・安IC¥に関する情

報を、一元的に集約したホームページ

を開設しました。消費者トラブルや、

多重債務問題などの情報を掲載して

いますので、ぜひご活用ください。
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相談ブースを個室にするなど、相談者の

プライバシーに配慮しています。
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L県消資生活センター 【富山本所】 t 
〒930-0805富山市湊入船町6-7
富山県民共生センター(サンフォルテ)内

T E L.07&43~233【消貫生活相談】
07&433・，3252[金融多鎖繍談]

相談時間・8:30"""17:00(火瞳日は20:00まで)

休 日.土・日・祝日・年末年始

〒933-0045高岡市本丸町7・1高岡市本丸会館内

T E L.0766・25・2777
【消費生活相談、金融・多重債務相談】

相談時間・8:30，."， 17 :00 
休 日.土・目・祝日・年末年始
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-E司 副a島幸三者iI1司.

「みんなのアート・ミュージ、アム2010J
開催中-2月14日(日)

料金.一般300円 (230円)、
大学生200円(150円)、
小中高生無料

県内の学校と近代美術館が

協力して開催する企画展。今

回は、8つの学校が美術館で

実現させたい「展覧会Jを自由

に企画・制作し、発表します。
親子活動での制作風景

(富山市立水橋中部小学校)

富山市西中野町1・16・12 TEL076・421・7111
開館.9:30-17:00(入館は16:30まで)/休館・月曜(祝日は開館)、
祝日の翌日/交通・富山駅(CiC横)から富山ミュージアムパス
(滅南ルート)で約10分(無料)富山駅から地鉄パスで「酉中野
口J下車、徒歩2分 ※料金の( )内は20名以上の団体料金
hllp://www.pref.toyama.jp/branches/3042/3042.htm 

-t宅E蕊吾妻三罰百九4・
「現代山水の美下保昭展」
1月22日(金)-3月14日(日)

料金.一般700円 (550円)、

大学生500円 (380円)、小中高生無料

砺波市出身の下保昭(かほあきら)氏の

画業を紹介するシリーズ展。3回目の今回は、

近作を含む35点を展示し、昭和50年代から

本格的に水墨画に取り組んできた、独自の

画業を紹介します。

「剣峻岳j

富山市五徳7nTEL076・431・3719
開館.9:30-17:00(入室は16:30まで)/休館・月躍(祝日l玄関館)、
祝日の翌日/交通・富山駅 (CiC検)から富山ミュージアムパス
(呉羽山ルート)で約6分(無料)市内電車大学前行「新富山J
下車、徒歩約10分 ※料金の( )内は20名以上の団体料金
hllp ://www.pref.toyama.jp/branches/3044/3044.htm 
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発まやと

豆乳けんちん汁

お正月は、ごちそうを食べ過ぎてしまい

がち。そ乙で、今回は「疲れた胃を癒やすJ
をテーマに、体にやさしく芯から温まる

汁物を紹介します。 一番の特徴は、立乳

を加えること。栄養価がアップし、コクも

生まれます。冬野菜をたっぷり使い、

また、調理には油を使わないため、とても

ヘルシーです。

[作り方}

①大根と人参lま3cmの短冊切り、ごぼうは皮を

こそげ、さe!がきにし、水にe!らす。しめじは

石づきをとって小房に分ける。

②とんにゃくは海もみをして洗い、3cmの短冊切り

にする。油湯げは熱湯をかけて油t置きをし、
薄切りにする。

③鶏肉を1cm角!こ、豆腐を2cm角に切る。

③Aを火にかけ①と②の材料を入れ、アクを取り

1;;.がら弱火で10分|まど煮る。③の材料理E入れて

アクを取り、さらに5分ほど煮る。豆乳を加えて

ひと煮し、措置少々で昧をととのえて器に注ぎ、

万能ネギをのせる。

-豆乳は煮す~1;;.いように。
ち4・鶏肉の代わりにちくわや塁手を使っても

おいしく仕上がります。
POINT ・食べる時l志好みで七妹を加えても美味

-E安吾車~証協同.

「干支にちなんだ植物展」
開催中-1月27日(水)9:∞-16:30 
昨年の干支f丑」と今年の干支「寅j
にちなんだ植物をさ建物、写真などで

紹介します。

「平成21年度研究発表展」
1月29日(金)-2月16日(火)

9:00-16:30 (2月は17:00まで) トラフアナナス

植物園の職員が行った研究成果を写真や標本などのパネル

展示で紹介します。

「日曜植物案内JI月17日(日)13:30-14:30 (当日受付)

見頃の植物や話題の植物について解説します。

富山市婦中町上智回42TEL 076-466・4187
開園・ [1月]9:00-16:30(入園は16:00まで)、 [2月-]9:00-
17:00 (入園は16:30まで)/休園・木曜/入園料(冬季料金、2月
まで)・一般・大学生400円(320円)、小中高生無料 ※( )内は
20名以上の団体料金/交通・富山駅から地鉄パスで 「中央植物園
口J下車、徒歩10分 http:/A州 w.bgtym.org/

r..勾
段 、当|

県広報のお知らせ.朗自問 問中おい!トI
凸 こんにちは富山県です j目 元気とやま情報チャンネル j凸 とやまメモ5ナイト 目
北日本政送 j富山テレビ淑送 jチューυッフテレビ 目
・毎週土曜 9:30-9:45 :・毎週日躍9:00-9・lfJ4 ・毎週火曜 21:55-21 :58 
i1nJ・自立した消貧者に怠るために .-rm・冬こそ楽しい'お出かけスポット: 燥が取り組んでいる事業やイit".iliントの・
imil・働きませんか福祉職場 .nll叫 ・来てみられ、食べてみられ- 内容などをわかりやすくタイムリー.

おもて忽し『越中料理-にお知らせします。
ilul・北方領土と富山 : ・

薗 元気とやま情報スク工ア ;薗 県か5のお知5せ j・・ 新聞広報「県か5のお知らせ11
l:L!IJとやま jコミュ二ティl:L'IJ各局 ~ .1月初日(土)の

・毎週月~金耀(霞終金曜除く) ~ {)富山シティ工フ工ムOラジオたかおか j 朝刊各紙に抱裁予定
iI'JI01'1iii:ll'JIO~、 ⑧it4!ë!l!i\lf4lë!OW 。ラジオ・ミユ=aエフヱムと芯み; ※一郎の稀刊には掲載しまゼん。

.毎月鼠終金曜 : ー i*?J"，.t?:*=E!It:.. t:r-V:Za.~~.::r:: .. if • 
iltt1.P'l畑、~ト~ ・毎週月閥、毎週金曜夕方 11努忠町民YE賢官官礼圃

※愚終金竪!主~'~1!~2ざっqお州生 j 各2分半 IIIiふみたんJ)に、県広報をそれぞれ・-
Uし知事最新の話題こついι語ひます。 I年6回褐舷 .. 

図-
剛、rrJ

I~がきにクイズの答え、郵便番号、住所、氏名、年蹴と本紙の感想をïG・Eし、下配まで。
当選の発表I~、プレゼントの発送をもってかえさせていただきます。
宛先・ 干930・8501(住所配入不褒)県庁広報際「県広報とやま1月号クイズ係J締切・ 1月29日(金)(必泊)

;新型インフルエンザ情報 ・刺 11厚生センター '"0765・路舗内側提~l lし インフルエンザ対策のポイント ) 

i (附情報除、県のホームページにて )紅甥2253ご魚津支所 5Z272怒[2;;27認!i|①うがい、手漉い、マスク掴用の徹底

: http:/lwww.pref川 ama榊 ectlonsl1205/new_Influen酬 竺竺竺竺! ・嗣厚生センター 仰 66剖・側4[図07品制制il②インフルエンザの症状が出たら

:・z・司院JJ""，，巧i.o.i;:.a::.{.・・・・・・・・・・r..o守司F司・ ・高岡厚生センター射水支所 4・0766崎剖66[因。苧品56-5494]I 0外出を自粛 : 
j oインフルエンザに関する相談全般に対応する窓口を u1司~yア ・高悶厚生センター氷見支所 内 7騎・7制 7回 [1110766-7州 74)1 ~~繍時間割こかかりつけ医に事前連絡のうえマスクを活用して受診 i
i 設置しています。 合参r九 ・蹴厚封ンタ- '"0763仰山側畳 間jI③量症化リスク縄問{寧}は早期霊腕!

※受付時間・平日午前9時~午後5時30分 ~ ・砺波厚生センター小矢部支所 4・0766・67刊 70[個07品 67-4270]I (*)慢性呼吸器疾患慢性心疾患、糖尿病、腎織能障害、免疫軽量能不全tJ.ど ;
巌土日祝日暗む夜間I，U55~C1)臨番号|覗けていただくと、緊急連絡番号を棚出しています. ・富山市保健所r腕骨11弱(欄休日r鵬相判)[因。7叩寸前] 1 の械のある方や妊婦、幼児、高齢者 j 

回強“制陪~回 f県広報とやまjは、4・6・8・10・1月(年5固)発行で新聞折込みにより各家庭にお窟けします。また、県の各施散や市町村役場、図書館、文化ホール立どでも配布しているほか、本号とバノヲナンパーは、県庁広錦織のホームペーシマ閣覧できます。
&遁記事3吸器言 平成22年1月17日発行 企画・発行/富山県知事政策局広報線 富山市新総幽輪1番7号 076-431・3131(県民相畿電話)/076-444・3300(県民相絞ファックス) 編集協力/側シー・エーピー

甜割相続語~ AU1ASAJY:Ci到 . I õ~~_"" 干930・8501 (住所記入不裏)県庁広報課あて TEL'076・444・3134FAX'076・444・3478 ・E理雪曹曹思・・ 0紛シー・工ー・ピー
雲語型堕産自量 ・・睡整理理盟国型竪町古薗圃・ E-mailは次のアドレスのフ才一ムよりお送りください 砂川tp:llwww.pref.toyama.jp/form.html ・E語習脚色抱層圏・ 企画営業部まで 一
回~.ø宥検喝ぷz ー竺竺竺三士ii竺竺三竺!竺士竺?広報課ホームページ http://www.pref.toyama.jp/cmssec/1001/ 圃畠“出届副孟凪過=・・ TEL'076・439・3311刊
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